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このガイドは、E メール「セットアップ完了のお知らせ」の受け取りから授業で使用で
きる状態にするまでの手順について紹介しています。
操作方法について詳しくは Criterion ユーザーマニュアルをご覧下さい。

「Criterion Version 8.1 ユーザーマニュアル日本語版」は CIEE Web サイト（www.cieej.or.jp）か
らダウンロードすることができます。

「Criterion Version 8.1 User Manual（英語）」は Criterion ログイン後 [Resources] のリンクから
アクセスすることができます。
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1.1 「Criterion セットアップ完了のお知らせ」内容の確認

Part 1. CIEE からの E メール

Criterion アカウントのセットアップ
後に右のような E メールが届きます。
内容を確認し、記載の情報で正しく
ログインできるか、また表示される
学校名などに間違いがないかを確認
してください。不備がある場合は
CIEE TOEFL 事業部までお問合せ下さ
い。
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http://criterion.ets.org に移動し、
[Go to Criter ion Administrator 
Website] をクリックします。

 [Log In] をクリックします。

User Name と Password を 入 力 し、
[Continue] をクリックします。

2.1 ログイン

Part 2. Adminsitrator の作業
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新規 Class が追加されました。

Class はいくつでも作成することが
できます。また、同じ Student を複
数の Class に登録することもできる
ので、実際のクラスとは別に用途に
あわせた Class（レベル別、目標校
別など）を作成することも可能です。

新 規 Class の 情 報 を 入 力 し、[Save 
and Return] をクリックします。

[Add New Class] をクリックします。

2.2 Class の追加
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新しく作成した Class にチェックを
入 れ、MENU の [Instructor Options]
をクリックします。

[Add New Instructor] をクリックし
ます。

新 規 Instructor の 情 報 を 入 力 し、
[Save and Return] を ク リ ッ ク し ま
す。

[Log Out] をクリックしてログアウ
トします。

Instructor User Name: Instructor としてログインに使用
するユーザーネームです
Password: ログイン用パスワードです
Retype Password: 確認用にパスワードを再入力します
Courtesy Title: タイトル（Dr. など）です。空欄可です。
First Name: ファーストネーム（名前）です。
Middle Initial: ミドルイニシャルです。空欄可です。
Last Name: ラストネーム（名字）です。
Email Address: E メールアドレスです。

2.3 Instructor の追加

2.4 ログアウト
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http://criterion.ets.org に移動し、
[Go to Criterion Instructor Website]
をクリックします。

 [Log In] をクリックします。

User Name と Password を 入 力 し、
[Continue] をクリックします。

Part 3. Instructor の作業
3.1 ログイン

3.2 Student の登録

[Add New Student] をクリックしま
す。

Class 一 覧 画 面 で、Student を 登 録
する Class 名をクリックします

一括インポートについては●ページをご覧下さい
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Students Can Save Essay to Complete Later..... 途中のエッセイを、生徒が提出せずに保存しておく機能です。

Limit Students to __Submissions..... 設定している Assignme に対する Student の提出可能回数を決定します。デフォルトでは

4 回に設定されています。
Display Sample Essays to Studnets..... エッセイ提出後、サンプルエッセイを見ることができるようになります。

Show Holistic Score and Trait Levels to Students ..... 自動採点後のスコアとフィードバックを表示させるかを決定します。

Do Not Show Holistic Score and Trait Levels to Students When Advisory Present..... 自動採点後のスコアとフィードバックを

表示させるかを決定します。
          Show-- Feedback..... 自動採点後スコアやフィードバックを表示させるかを決定します。"With Trait Level" とはエラー / コ

メントのグラフの有無です。
Start Assignment.....Assignment の開始日時を設定します。

Stop Assignemnt.....Assignment の終了日時を設定します。

新規 Student の情報を入力し、[Save 
and Return] をクリックします。

Student User Name: Student としてログインに使用す
るユーザーネームです
Password: ログイン用パスワードです
Retype Password: 確認用にパスワードを再入力します
Courtesy Title: タイトル（Dr. など）です。空欄可です。
First Name: ファーストネーム（名前）です。
Middle Initial: ミドルイニシャルです。空欄可です。
Last Name: ラストネーム（名字）です。
Email Address: E メールアドレスです。空欄可です。
Writer's Handbook Version for this Student: こ の
Student に表示される Writer's Handbook のバージョ
ンを選択します。 

3.3 Assignment の登録
Assignment を 追 加 す る Class に
チ ェ ッ ク を 入 れ、[Assignemtnt 
Options] をクリックします。

[Create Assignment] をクリックしま
す。

Essay Topic Category..... トピックカテゴリーを選択します。

Topic Mode..... トピックが求めるエッセイのモードを選択します。

Essay Topic..... トピックを選択します。

Question Text..... トピックを選択するとその問題文が表示されます。

Assignment Name..... 選択中の Assignment に名前を付けることがで

きます。デフォルトはトピック名です。同じトピックでも Assignment 
Name を変更することで複数の設定で使用することができます。
Time Limit..... 選制限時の有無を決定します。

Show Warning When: ～  Minutes Remain..... 残り時間の設定をします。

Spell Checker Available..... 自動スペルチェックを使えるかどうかを選択

します。
Allow Students to Make Plan..... プランニングツール使用の可否を選択

します。
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Essay Topic と Assignment の違いについて

Essay Topic とは Criterion に付属している個々の問題文
のことを、Assignment とはユーザーが作成する課題の
ことをそれぞれ指しています。
Assignment を作成する際に Essay Topic を選択すると、
"Assignment Name" にも自動的に同じ名前が表示され
ますが、Assignment Name は変更することができるの
で、同じトピックを異なる設定で使用することができま
す。

例：「New Product 1」 と「New Product 2」 と い う
Assignment を作成し、1 は制限時間なし、2 は制限時
間ありで行い、終了後にエッセイを見比べるといった使
い方ができます。

各項目の設定を行います。続けて追
加する場合は "Save" を、設定を終
了する場合は "Save and Return をク
リックします。
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利用可能なトピックについて 

Criterion ではトピックは以下のカ
テゴリーに分けられており、付属
するトピックはすべて利用可能で
す。トピックの一覧は ETS Web サ
イトで閲覧および CIEE Web サイ
トでダウンロード可能です。以下
URL よりアクセスしてください。

＋ ETS Web サイト Criterion ページ
http://www.ets.org/criterion
＋ CIEE Web サイト ETS プロダクツページ
http://www.cieej.or.jp/toefl

3.4 ログアウト
[Log Out] をクリックしてログアウ
トします。
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Part 4. その他の準備 ～スムーズな初回授業のために～

前ページまでで、最低限の準備は完了しました。ここからは、よりスムーズに Criterion を使い始める
ために必要なことを紹介します。

初めて Criterion を目にした高校生や
大学生が戸惑わないように、教員に
よる説明や、すぐに参照できる資料
は欠かせません。

そのためには、教員が Criterion の最
低限の基本操作を把握しておく必要
があります。

CIEE WEB サ イ ト ETS プ ロ ダ ク ト
ページでは様々な資料をダウンロー
ド す る こ と が で き ま す。 例 え ば、
Student ガイドを一枚ずつ配布して
流れを説明すれば、生徒も安心して
使い始めることが出来るでしょう。

生 徒 は そ れ ぞ れ Student ア カ ウ ン
トのユーザーネームとパスワードを
持っています。一人ひとりにこれら
を口頭で伝えていたら、時間がかか
る上に確実ではなく、情報が本人以
外にも聞こえてしまう可能性もあり
ます。

安全にユーザーネームとパスワード
を伝えるためには、ある程度の準備
が必要です。

Administrator/Instructor は Student
のユーザーネームとパスワードを一
覧表示させたり、CSV 形式で取り出
すことも出来るので、E メールで情
報を送ったり、カードに印刷して一
人ひとりに配布することも可能で
す。

使用環境、使用規模にあった配布方
法を考えてください。

4.1 使い方の説明

4.2 ユーザーネーム・パスワードの配布

＋ CIEE Web サイト ETS プロダクツページ
http://www.cieej.or.jp/toefl

Access Information Report 画面

Access Information Report を Printer-Friendly 表示Access Information Report を CSV でエクスポート

→→



Appendix A: インポート機能について >>>>>>>>>>>P.12

Appendix B: Administrator Assignment について >>>P.15
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Administrator や Instructor は、Criterion のインポート機能を使って、Student や Instructor を一括イ
ンポートすることが出来ます。Administrator と Instructor では使用できるインポート機能が異なりま
すので、以下の表で確認のうえご利用下さい。ここでは、Microsoft Excel を使用した例をご紹介します。

Appendix A: インポート機能について

Administrator
○
○
○ ○

×
×

機能
Instructor のインポート → p.12

→ p.13

→ p.14 → p.15

複数 Class への Student のインポート
Class ごとの Student のインポート

Instructor

◆ Instructor のインポート（Administrator のみ）

1 Instructor をインポートする先の Class を作成しておきます。→ p.5 参照

2 Excel で新規ファイルを開き、Instructor の情報を以下の順序でセルに入力します。太字は必須項目です。

3 すべて入力したら CSV ファイル形式で保存します。

5 [Advanced Import] ページの "Import Types" は [Import Instructors] を、[Import Options] は [Import data only if all records are valid ～ ] を選択します。

6 [ 参照…] をクリックし、作成した CSV ファイルを選択して [Import] をクリックします。

7 以下のような表示が出たら終了です。

4 Administrator でログ インし、[Advanced Import] をクリックします。

A. Class ID 
     B. Instructor User Name
        C. Instrcutor Password
           D. Instructor Title*

E. Instructor First Name
     F. Instructor Middle Name*
           G. Instructor Last Name
                H. Instructor Email Address

 * Instructor Title, Instructor Middle Name を省略する場合
はセルを空欄にしてください
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◆複数 Class への Student のインポート（Administrator のみ）

1 Student をインポートする先の Class を作成しておきます。→ p.5 参照

2 Excel で新規ファイルを開き、Student の情報を以下の順序でセルに入力します。太字は必須項目です。

3 すべて入力したら CSV ファイル形式で保存します。

5 [Advanced Import] ページの "Import Types" は [Import Students] を、[Import Options] は [Import data only if all records are valid ～ ] を選択します。

6 [ 参照…] をクリックし、作成した CSV ファイルを選択して [Import] をクリックします。

7 以下のような表示が出たら終了です。Email アドレスを省略した場合 "Any leading or trailing spaces in a field will be ignored" という表

示が出ますが、これはエラーではありません。

4 Administrator でログ インし、[Advanced Import] をクリックします。

A. Class ID 
     B. Student User Name
        C. Student Password
           D. Student First Name

E. Student Middle Name*
     F. Student Last Name
           G. Student Email Address**

* Student Middle Name を省略する場合はセルを空欄にしてください
** Student Email Address を省略する場合はスペースを入力してください

Email アドレス
を 省 略 す る 場 合 は
スペースを入力
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◆ Class ごとの Student のインポート (Instructor のみ )

1 Student をインポートする先の Class を作成しておきます。→ p.5 参照

2 Excel で新規ファイルを開き、Student の情報を以下の順序でセルに入力します。太字は必須項目です。

3 すべて入力したら CSV ファイル形式で保存します。

4 Class 一覧画面で Student をインポートするクラスにチェックを入れ、[Import Student Information] をクリックします。

A. Student User Name
     B. Student Password
        C. Student First Name

D. Student Middle Name*
     E. Student Last Name
           F. Student Email Address**

5 [ 参照…] をクリックし、作成した CSV ファイルを選択して [Import] をクリックします。

6 以下のような表示が出たら終了です。Email アドレスを省略した場合 "Any leading or trailing spaces in a field will be ignored" という表

示が出ますが、これはエラーではありません。

Email アドレス
を 省 略 す る 場 合 は
スペースを入力

* Student Middle Name を省略する場合はセルを空欄にしてください
** Student Email Address を省略する場合はスペースを入力してください
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Administrator Assignment とは、Administrator が School 全体のものとして登録しておく Assignment
のことです。Instructor は登録されているものから選択して自分の担当する Class に適用すること
ができます。Instructor には設定内容の変更が出来ないので、Class ごとにばらばらになりがちな
Assignment の設定を一括してコントロールすることもできます。通常の Assignment と併用すること
で準備の効率化を実現し、指導の可能性が拡がります。

Appendix B: Administrator Assignment について

School
通常の Assignment のイメージ

Administrator

Class α

Assignment A

Assignment B

Assignment C

Instructor

Class β

Assignment D

Assignment E

Assignment F

Instructor

Class β

Administrator

Assignment C

Assignment D

Assignment E

School

Instructor

Administrator Assignment のイメージ

作成

選択

選択

選択

Assignment A

Assignment B

Assignment C

Assignment D

Assignment E

Instructor が作成・設定。のちの変更も可。

Instructor は選択のみ。変更は不可。

Administrator が
作成・設定・変更。

Administrator が Class に直接
作成・設定・変更。
Administrator が作成したものは
Instructor による変更は不可。

Class α

Assignment A

Assignment B

Assignment C

Instructor

選択

選択

選択

Class α、βで同
じものを選択。
Administrator に
よる変更は同時
に反映される。
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1 Administrator としてログインします。

1 Instructor としてログインします。

2 Class にチェックを入れずに、[Assingment Options] をクリックします。

2 Administrator Assignment を追加する Class にチェックを入れ、[Assingment Options] をクリックします。

3 Get Administrator Assignment をクリックします。

3 各項目の設定を行います。続けて追加する場合は "Save" を、設定を終了する場合は "Save and Return" をクリックします。

設定項目については P.8 をご覧下さい。

◆ Administrator による Administrator Assignment の作成方法

◆ Instructor による Administrator Assignment の追加方法

チェックしない！
←

4 追加したい Assignment にチェックを入れ、"Save and Continue" をクリックします。Assignment 名をクリックすると、

内容を確認することが出来ます。
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5 選択した Assignment を追加する Class にチェックを入れ、"Save and Returen" をクリックします。

6 Assignment が追加されると以下のような画面になります。


